
【（Ｂ－１）専門実践演習科目の履修方法について】

 　（人間科学部２年生向け[2024年度入学生]向け）

２年次生は、各々が所属するコースで定められた『（Ｂ－１）専門実践演習科目』を履修しなければなりません。
以下をよく確認して、必要な対応を各自でとるようにしてください。

【臨床心理学コース】

パターン１ 臨床心理学実践演習（心理学的支援法） → 臨床心理学実践演習（心理的アセスメント）

パターン２ 臨床心理学実践演習（心理的アセスメント） → 臨床心理学実践演習（心理学的支援法）

【スポーツ科学コース】

パターン１ 「スポーツ健康実践演習Ⅰ」 → ☆ 「スポーツ健康実践演習Ⅱ」

【社会ライフデザインコース】

パターン１ 「社会ライフデザイン実践演習Ⅰ」 → ☆ 「社会ライフデザイン実践演習Ⅱ」

注意）
・☆印の科目は先修条件付科目です。「-Ⅰ」の単位を修得できなければ「-Ⅱ」を履修できません。
・春学期において、専門実践演習科目の予備登録に落選した場合は、追加募集登録に応募すること。【追加募集後の削除・変更不可】
・追加募集落選・未応募の場合、大学側で定員に空きにある科目に強制登録します。【大学側での強制登録後の削除・変更不可】

以上

春学期 秋学期

春学期 秋学期

春学期 秋学期

パターン１もしくはパターン２の形式で履修することになり、大学側で割当します。【削除・変更不可】

原則として、上のパターンで「-Ⅰ・Ⅱ」と履修することになります。

原則として、上記パターンで同じ教員が担当する「-Ⅰ・Ⅱ」を履修することになります。

春学期は，いずれかの「-Ⅰ」科目を自身で予備登録してください。【予備登録後の削除・変更不可】

秋学期は、春学期に履修した「-Ⅰ」の先生が担当する「-Ⅱ」を大学側が割当します。【削除・変更不可】

ただし、春学期に「-Ⅰ」を修得できなかった際には、秋学期に「-Ⅱ」を履修することはできません。

「-Ⅰ」とは異なる教員の「-Ⅱ」の履修を希望する場合は、その事情によっては履修変更を認めることがあります。

その場合は、担当教員の許可を得たうえで、教務部において履修変更の手続をしてください。

原則として、上記パターンで同じ教員が担当する「-Ⅰ・Ⅱ」を履修することになります。

春学期は，いずれかの「-Ⅰ」科目を自身で予備登録してください。【予備登録後の削除・変更不可】

秋学期は、春学期に履修した「-Ⅰ」の先生が担当する「-Ⅱ」を大学側が割当します。【削除・変更不可】

ただし、春学期に「-Ⅰ」を修得できなかった際には、秋学期に「-Ⅱ」を履修することはできません。

「-Ⅰ」とは異なる教員の「-Ⅱ」の履修を希望する場合は、その事情によっては履修変更を認めることがあります。

その場合は、担当教員の許可を得たうえで、教務部において履修変更の手続をしてください。

教務部


